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城戸かれんさん応援レポート
東京藝術大学奏楽堂モーニング・コンサート

2016年７月14日（木）
東京藝術大学奏楽堂

通い慣れた上野。「藝大生活のまとめ」の気持ちで

東京藝術大学奏楽堂モーニング・コンサート。
「作曲、ピアノ、オルガン、弦楽、管打楽の各
専攻科から選抜された優秀な学生がソリスト
として、あるいは作曲家として、藝大フィル
ハーモニア（東京藝術大学管弦楽研究部）と
共演し、質の高い充実した演奏を行う」ことを
目的に開催されている。

昨年度の成績優秀者に演奏機会が与えられ
るというこのモーニング・コンサート、 城戸さ
んは、湯浅卓雄先生の指揮で、ソリストとして
エルガーのヴァイオリン協奏曲を演奏する。

会場は東京藝術大学奏楽堂。藝大構内にあ
る音楽ホールである。ホール全体を一つの
楽器と捉えて設計されており、音響特性を使
用目的に応じて変えられるよう、客席の天井
全体を可動式にして音響空間を変化させるこ
とができる。本格的なパイプオルガンにも目
を惹かれる。

管弦楽の藝大フィルハーモニアは、藝大に所属
するプロフェッショナル・オーケストラ。オーケスト
ラ演奏を専門とする演奏研究員によって組織さ
れている。
様々な活動のなか、学生の演奏経験の拡充にも
資しており、中でも、この「モーニング・コンサー
ト」は選抜される学生の質の高さ、オーケストラと
の充分な練習時間の設定など、非常に高度な水
準を維持するなど、類を見ない企画となっている。

４月から藝大４年生となった城戸さん、
「・・・上野に通い始めて早や７年、思い
出の詰まった大学で、このような機会
をいただけて、とても嬉しく思います。
今回のコンサートは藝大生活のまとめ
的な気持ちです」との、コメントが寄せ
られている。
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本日城戸さんが弾くエルガーのヴァイ
オリン協奏曲は、演奏時間約50分。
数あるヴァイオリン協奏曲の中でも最
大級の規模の作品である。その長さゆ
えに、なかなか演奏機会もないそうだ。
ネットには「・・・気力と体力の充実した、
技術の確かなヴァイオリニストにしか弾
けないでしょう」との解説も。
城戸さん、大曲への挑戦だ。

通常のモーニング・コンサートに比べ、
大きなプログラムとなった当日、猛暑日
の暑い中、多くのお客様のご来場があ
り、「いやー、今日はすごいです」と受付
の方もうれしい悲鳴。

演奏会スタート。最初はフルートの八木
さん。魅力たっぷりにフルートの音色を
響かせる。美しい曲だ。

気力と体力を尽くしエネルギッシュに大曲を弾く

城戸さん登場。本日は黒を基調にきりりとした
ドレス姿。オーケストラに溶け込む。

オーケストラのボリューム感あふれる演奏に
続いて城戸さんのヴァイオリンが始まる。
壮大なイメージの旋律を悠々と弾きこなす。

「厚みのある曲です。交響曲のような」「高貴な
曲。哀しくても泣き叫ぶのではなく、背筋をピンと
張って高貴さを保っている曲です。格調高いとい
うイメージがあります」・・・。エルガー自身がヴァ
イオリンを弾いたこともあり、超絶技巧が散りば
められている曲。敢えて難しい、親しまれていな
い曲を選ぶという心意気。

全３楽章。気力と体力を尽くした演奏。ひとつひ
とつの楽章を丁寧にエネルギッシュに。堂々と、
まさに「高貴に」聴かせてくれた。ブラヴォーの
声が飛ぶ。魅力たっぷりに聴衆を惹きつけた。

会場には財団もお世話になっている漆原朝子先
生のお姿（お写真撮りそびれました・・・）。

また、44回生坪井夏美さん、45回生毛利文香さ
んなど仲間のみんなも。

演奏中写真のご提供：東京藝術大学
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高貴で壮大なこの曲の良さを伝えられれば
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の城戸さんに、話を聞いた。

－ エルガー、選曲への思い；

「・・・（師事している）漆原先生がよく弾かれてい
る曲で、弾いてみたいなという気持ちがありまし
た。先生から背中を押していただき、今回の
チャレンジとなりました」「王道の曲も好きですが、
あまり弾かれない曲を弾きたいという思いがあり
ました。コンツェルトの演奏機会をいただいても、
自分で好きな曲を選ぶことができる機会はなか
なかないので思い切って選びました」。

「・・・・自分はこの曲が大好きなのですが、親し
みやすい曲ではないので、曲が受け入れられる
か心配な点も少なからずありました。でも、高貴
で壮大なこの曲の良さが伝わればいいなと思い
ながら弾きました」

「・・・以前よりも『聴いてもらおう』という気持ち、
『伝えるために弾いている』自覚が強くなりまし
た」「・・・次に弾く機会があれば、こう弾きたい、
身体に馴染ませてもっと・・・みたいな思いもあり
ます」

＜演奏会概要＞
◆出演
指揮：湯浅卓雄
八木瑛子（Fl）
城戸かれん（Vn）＊
藝大フィルハーモニア
◆プログラム：
イベール：フルート協奏曲
エルガー：ヴァイオリン協奏曲ロ短調作品61＊

終演後、楽屋でマエストロ湯浅先生（中央）・フルート八木さん（左）と

財団からのお花の前で

－ 演奏姿勢、ぴりりとして素敵でした;

「・・・身体がぶれないと弓と楽器の接
点がずれることなく、いい音が出ること
に気付き、こころがけています。本番に
なると、オーケストラとのアンサンブル
のためアクションを起こさなければなら
ないこともあり、難しいですが」

終演後のホワイエご挨拶では、多くの
方々から祝福の言葉を受け、やり遂げ
た安堵感と充実感いっぱいの笑顔。

城戸さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー P.1】
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【コンサート・フライヤー P.2】
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【コンサート・フライヤー 裏表紙】
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム P.1】
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【コンサート・プログラム P.２】
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【コンサート・プログラム（裏表紙）】


